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１．はじめに 

現在，建設が行われている九州新幹線の筑後陸橋は，鋼箱断面の梁および柱の内外面をコンクリートで充填・

被覆した SRC 構造の門型ラーメン橋脚である（図-1）．鋼部材の現場継手は高力ボルト継手を基本とし，ボルト

配置の出来ない現場継手については現場溶接を用いることとした．本橋脚における現場溶接継手では，フランジ

とウエブの溶接線が同一断面にないＺ型現場溶接継手（Ｚ継手）を採用している． 

 今回，実施工における現場溶接継手の開先形状の許容範囲を計画するにあたり，溶接施工試験を実施して開先

条件の違いが溶接部の機械的性質に及ぼす影響を調べた． 

２．溶接施工試験の概要 

 本溶接施工試験における試験対象箇所は柱の現場溶接継

手とし，平板を突合せた試験体により試験溶接を行った．

試験体の形状を図-2に，開先条件を表-1に示す．試験体の

板厚は 37mm，材質は SM400C で着目した実橋の継手部と

同様であり，開先条件の異なる２種類の試験体を製作した．

試験体の開先角度は 35°で，開先形状の許容範囲を検証す

るため開先部において 3mm の目違いを与えるとともに，

一方の試験体のルートギャップを標準の4mm（試験体No.1）

とし，他方の試験体については最大の 11mm（試験体 No.2）

とした． 

 溶接方法は炭酸ガスアーク溶接による片面裏波溶接で，溶接姿勢は横向き姿勢である．溶接材料は実施工で用

いる JIS Z 3312 YGW11 規格のソリッドワイヤ(1.2φ)を使用した． 

３．溶接施工試験の結果 

 溶接の完了した試験体の溶接部より試験片を

採取し，表-2に示す項目の機械試験を実施した．

衝撃試験の試験片は各試験体の溶接線の中央部

より採取し，図-3は衝撃試験片の採取位置にお

ける溶接断面のマクロ写真である．マクロ写真

上の赤い罫書きは衝撃試験片のノッチ位置を示

し，ノッチ位置は初層側および最終層側の溶接

金属の中央部（DEPO）と熱影響部（HAZ）と

した． 

 表-3に引張試験結果を示す．各引張試験片に

おける試験値は，規格値の範囲を満足しバラつ

きもない．破断位置は全て母材部で開先条件に

よる差は引張試験ではみられない． 

表-4は衝撃試験結果で，試験値は各試験ケースにおける 3 個の値の平均値である．表中のミルシートは，試験 
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図-1 構造一般図 
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図-2 試験体形状 
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体に用いた鋼材のミルシートにおける衝撃値の平均値を示す．各試験ケースにおいて規格値を満たしているが母

材と溶接部の衝撃値を比較すると，溶接金属では母材の 30～50％，熱影響部では母材の 47～62％，と母材より低

い値となっている．開先条件の違いで比較すると，溶接金属および熱影響部の試験値ともルートギャップの大き

い試験体 No.2 が標準ルートギャップの試験体 No.1 より低い．また，初層側と最終層側の溶接部の断面方向にお

ける採取位置で比較すると，標準ルートギャップの試験体 No.1 では溶接金属および熱影響部とも初層側と最終層

側で大きな差異はない．しかし，ルートギャップの大きい試験体 No.2 では溶接金属および熱影響部とも初層側が

最終層側より小さな結果となっている．特に溶接金属での差が大きい．試験体 No.1 では１層１パスで，試験体

No.2 では１層３パスで初層を溶接しており，積層方法の違いなどが影響していると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

 本溶接施工試験では柱の現場溶接継手を対象として，ルートギャップ量を変えた２種類の試験体における溶接

部の機械的性質を比較して開先条件の許容範囲を検証した．機械試験の結果，引張試験では開先条件の違いによ

る差はみられないが，衝撃試験では開先条件による試験結果の差がみられる．本施工試験における全ての機械試

験結果は規格値を満足しているが，ルートギャップが大きくなると初層側の衝撃値が低下することが確認された． 

表-2 試験項目 

表-3 引張試験結果 

表-1 試験体の開先条件 

表-4 衝撃試験結果 

図-3 衝撃試験の片採取位置 

溶接金属の中央部 

熱影響部 
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